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理事長　百瀬邦和
　10 月に都内の 3 ヶ所でタンチョウと当会の活動についての話しをさせ

ていただく機会がありました。タンチョウという鳥についてはほとんどの

方がご存知でしたが、一般的な事実でも意外に知られていないようです。

例えば、正式な名前つまり標準和名がタンチョウヅルではなくタンチョウ

であること、頭の赤い部分は羽ではなく皮膚であること、北海道のタンチ

ョウは大陸からの渡り鳥ではなく一年中北海道内に留まっていること、な

どなど。私たちが今まで以上にタンチョウの情報を発信していく必要を感

じました。来年は都内でタンチョウをテーマとした講演会や展示会も開催

してタンチョウのファンを増やしていきたいと思っています。

　北海道ではタンチョウの繁殖地が広がってきたことによって自然保護地

域に指定されていない小規模な湿原で営巣する例が増えていますが、そう

した場所を保全していく方法を考えていかなければいけません。そこで、

試みのひとつとして、この冬にロシアとアメリカの大学生、そして環境教

育の専門家にアメリカから来ていただくことにしました。彼らには北海道

にいるタンチョウの現状を観察し、そして当会のカウント調査にも参加し

ていただくことにしています。その上で、タンチョウを通じての自然環境

保護に向けた活動方法について、当会のメンバーばかりではなく地元の市

民や学生たちと意見を交換したいと考えています。北海道のタンチョウは

その数が世界の半分を占める程になって、北海道の、あるいは日本だけの

タンチョウではなくなってきています。タンチョウと一緒？に生活してい

る地元では、タンチョウが魅力的な存在であり続けるように努めていく必

要もあるでしょう。
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ヨ−ロッパツル会議に参加　　　　　　　　　　百瀬邦和

　10 月 14 日から 17 日にかけてドイツ北部の港

町 Stralsund で開かれた第 7 回ヨーロッパツル会

議 (7th European Crane Conference) に招かれ、参

加してきました．この会議には地元ドイツを中心に

ヨーロッパ 11 ヵ国と、域外からはエチオピア、ア

ルジェリア、イスラエル、アメリカからも参加があ

り、総勢 120 人以上が集まりました。アジアから

は私 1 人だけでした。ツルを通じて知り合いになり、

少なくても 4 年に一度は直接逢って情報を交換し

旧交を温める、大切な、そして楽しみな機会を参加

者は楽しんでいるようでした。

　ヨーロッパでは渡りに関する情報交換、特に標識

した個体に関する興味が各国チームや個人の連携を

強くしているようです。会議で直接話す機会がある

ばかりでなく、標識されたツルを通して互いの親し

みが増しているのです。

　今回はハンガリーで 4 年前に開かれた第 6 回会

議には参加のなかったトルコ、アルバニアさらにア

ルジェリアから、これまで情報の少なかったクロヅ

ルの東側の渡りルートに関する新しい報告があり，

研究の進んでいるヨーロッパ西部から東部に向かっ

て，渡りルートを始めとするクロヅルの生態解明が

始まっていました。また、イギリスではクロヅルの

繁殖は長く途絶えていたのですが，近年繁殖個体が

現れ，さらに王立鳥類保護協会 (RSPB) がドイツツ

ル保護グループの協力を得て、再導入プロジェクト

を始めているとの発表がありました。日本では阿寒

国際ツルセンターで行われたことのあるコスチュー

ム飼育も実施しているようです。

　さらに、今のところはドイツ国内に限られていま

すが，インターネットを使って標識個体の観察記録

を登録し、さらにその個体に関する情報を共有する

システム（internet based Crane Observation Ring 

Archive） が 立 ち 上 が っ て い ま す（http://www.

icora.de/）。私は当会のの活動の柱のひとつである

日本でのタンチョウの標識調査の概況と追跡調査の

結果、特に標識個体の生残率について発表しました。

標識個体の生死に関する確認が北海道のタンチョウ

程高い確率でできるところは他にないからです。

　 エ キ ス カ ー シ ョ ン で は 船 に 乗 っ て

Vorpommersche Boddenlandschaft の浅いラグーン

でねぐらをとりに集まる数万羽の群れを見学できま

した。渡りの最盛期には最大で 70,000 羽にもなる

というのですから、浅場に下りたクロヅルの群れが

島の様に見えます。夕焼けを背景にして何百羽もの

ツルが鍵になり竿になりながらねぐらに飛来する様

は圧巻そのものです。当然観光客も大勢集まります

ので、観光船も沢山出ていますし、両岸にあるいく

つかの観察ポイントにも大勢集まっていました。今

回の会議の事務局を担当したドイツツル情報セン

ターでは、こうした観光客への情報提供、農業との

トラブル対策としての給餌と観察ステーションの管

理等を行っていますが、季節限定の臨時職員やボラ

ンティアを含めた十数人のスタッフでは対応しきれ

ない程だということです。

　ドイツでは燃料用バイオガス生産のためのトウモ

ロコシやアブラナの栽培が大規模に行われていて，

特にトウモロコシ畑の拡大が西ヨーロッパでのクロ

ヅルの急激な増加の要因になっているとのことで

す。北海道の畑も広いのですがドイツ東北部の畑は

さらに何倍も広いのです。

　今回は丁度収穫期に当たっていたため、100 羽

単位の群れで刈り取った後のトウモロコシ畑に下り

ているツルを方々で見ることができました。ヨー

ロッパのツルはとても警戒心が強く、北海道のよう

に足環の番号が読める程の距離に近づくことは困難

です。そこで、ヨーロッパ・ツル・ワーキンググルー

プではプラスチック製カラーリングの組み合わせに

よって個体識別をしています。私も群れの中にいる

カラーリング付きの個体を観察する機会がありまし

たが、大きな群れの中なので発見するのが難しいの

に加え、曇りや夕暮れ近くのような少し暗めの時な

どには色の判別が難しい場合もあるようです。特に

退色が始まった際の白と黄色、少し暗い時の緑と青

などは難しいので、会議の発表の中でも取り上げら

れていました。

　 次 の 第 ８ 回 会 議 は ス ペ イ ン の ガ ロ カ ン タ

（Gallocanta）で 2014 年２月に開かれる予定にな

りました。当地は西ヨーロッパを渡るクロヅルの主

要な越冬地です。
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　イオン環境財団の助成を受けたプロジェクト「中

華人民共和国内陸部における湿地環境に生息する鳥

類、特に指標種の現状調査」の一環で、中国内モン

ゴル自治区のダライ湖自然保護区での調査に参加し

てきました。前号のロシア・ダウルスキー自然保護

区を含むトランスダウリア国際自然保護区を構成す

る中国側という位置づけになります。保護区の中核

をなすダライ湖（呼倫湖）は、 90 x30 キロメート

ルもある中国東北部で最大の湖ですが、私が日本で

イメージする湖とは違って、湖畔林どころか木が一

本もない草原地帯に突然現れた巨大な湖というのが

印象です。調査は８月 14 〜 16 日の 3 日間、ダラ

イ湖を一周するように湖岸および周辺の湿原をオフ

ロード車で巡回するものでした。

　同行者は同自然保護区副所長のリュウ・ソンタオ

氏、本プロジェクトの現場責任者で ICF 中国事務所

駐在のス・リーイン博士、そして保護区の専属ドラ

イバー兼調査補助員の 4 名です。車には荷台いっ

ぱいの荷物が積まれていましたが、これは途中でス

タックした場合などの非常用キャンプ用品だとのこ

と、調査地の広さと環境の厳しさが感じられます。

　郊外に出ると風景はロシアのダウリア地方の草原

地帯によく似ています。中国らしさを感じるのは、

方々に観光施設としてのゲル（遊牧民の住まいであ

る大型テント）が目立つことと、広大な中でも人口

密度の高さを感じるところです。

　乾燥化はここでも進んでいました。ダライ湖岸に

ある崖には水位の低下を示す白い帯が 4 メートル

丘陵斜面下にある観光客相手のゲルとその背後の湿原

中国ダライ湖自然保護区訪問記　　　　　　　百瀬邦和

もの幅になっています。平坦な岸では、水際が数百

メートルも後退したとの説明を受けました。そして、

ダライ湖岸で繁殖していたタンチョウはいなくなっ

てしまったとのことです。湖周辺の蛇行した河川に

沿った細長い湿地でタンチョウやその他のツルを見

ることができました。周辺の丘からでは蛇行する川

の様子は見えませんが、釧路湿原程も幅のある川に

向って両岸の丘から放牧地が入り込んでいます。も

ちろん入り込んでいるのは放牧地ではなく牛や馬、

羊などの家畜なのですが、家畜の動き回れる場所は

徹底的に刈りとられて（食みとられて）くるぶし程

の草丈になっていますから、放牧地の範囲は一目瞭

然です。放牧地は緩やかにうねった丘の上も、斜面

も、そして彼らが入り込める範囲の湿原近くまでも

限りなく延々と続いています。そんな状態ですから、

地面の段差にさえ気をつければ車で好きなように走

れます。見下ろす位置の高さ調節、光の角度と距離
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など思いのまま、といったところです。

　川の流れや河跡湖などがあって足場が悪いためで

しょうか、長く伸びた低地の中央部には丈の高いア

シやスゲなどが残っています。ツル類の多くはそん

な植生の帯の中で見つかりました。3 日間の調査で

タンチョウ 17 羽（ヒナ１羽連れの２家族を含む）、

マナヅル 13 羽（ヒナ１羽連れと２羽連れの各１家

族を含む）、クロヅル３羽、ナベヅル 59 羽、アネハ

ヅル 10 羽、そしてツル類と同様に希少種とされて

いるノガン５羽の群れも見ることができました。窪

地にできた大きな浅い湖ではサカツラガンの大群や

シギチドリ類も沢山見られました。

　ダライ湖自然保護区は、隣接するモンゴルのモン

ゴル・ダグル国立自然保護区、ロシアのダウルスキー

国立自然保護区と連携して 3 ヵ国によるダウリア

国際自然保護地域を形成しています。そしてこの国

際自然保護区はタンチョウの繁殖分布の西端になっ

ています。当地方では生息地の乾燥化によってタン

チョウの数が減少し、それによって中国南部での越

冬数が減少しているという推測が出されています。

　当会では今年発足した国際タンチョウネットワー

ク（IRCN）を通して、まずは足環による標識によっ

てタンチョウの渡りの状況、ダウリア地方で繁殖し

ているタンチョウが実際にはどこで越冬しているの

か、を確認する活動を始めています。

水位が下がったダライ湖岸

調査中のソン・タオ氏とリー・イン博士

【 飛 行 調 査 】
　前号でも紹介した通り、今年のタンチョウ繁殖状

況調査は 4 月 26 日から 5 月 5 日まで行いました。

調査期間中に、雨や強風による中止が３日あったほ

か、通常は 1 日 2 回飛行するところを、雲や風の

影響で 1 回のみの飛行に終った日が 2 日あったた

め、全体では 11 日間の長い調査となりました。今

回の調査は全て 4 人乗りセスナ機によって行い、計

12 回のフライトで、のべ飛行時間は 53 時間 22 分

にもなりました。

　調査結果については飛行機から撮った写真や録音

などの記録を検討しながら慎重に整理作業をすすめ

た結果、最終的な繁殖番い数は 322 で、昨年より

も XX つがい少ない結果になりました。

【 標 識 調 査 】
  今年の標識調査は 6 月 27 日に開始し、8 月 7 日

に終了しました。調査には 50 名、のべ 168 人の方々

がボランティアで参加して下さり、土日祭日を中心

に 12 日間実施しました。

　標識できたヒナの数は昨年よりも少ない 10 羽で

した。今年は宮崎県で口蹄疫が発生したため、牧場

の防疫対策に配慮して周辺での調査を取り止め、河

川敷内および湖沼の干潟域に限定して調査を実施し

ました。また、今年標識したのは全てヒナ１羽の家

族だったこともあり、標識数が少なくなりました。

　今、地元にいるタンチョウのファンたちは、積雪

がはじまり多くのタンチョウが給餌場に集まるま

で、デントコーンの刈り後などに散らばっている家

族や群れを探して標識付きの個体を探しています。

　なお、タンチョウの標識調査は例年と同様に環境

省タンチョウ保護増殖事業の一環としてタンチョウ

保護研究グループが受託して行なっており、標識す

る足環は日本の鳥類標識センターである山階鳥類研

究所から提供を受けています。

調 査 活 動 報 告 
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とした研究環境を整えています。また、ツルの生態

や湿地環境保全を勉強する学生が長期間、敷地内の

ゲストハウスに滞在しながら、自身の研究を進めて

います。資金面は、会員（約 9,000 名！）からの会

費と、世界中の企業・団体からの寄付で支えられて

います。

　また、理事会メンバーには大企業の幹部も多く、

マーケティングやブランディングなどの専門家は、

ボランティアで専門分野のアドバイスを行い、それ

ぞれの人脈を最大限活用して多くの会員を勧誘して

います。管理面では、ファイナンス（資金調達）、広報、

環境教育などの分野の専門家を採用し、スムーズな

組織運営を行っています。こういった組織運営は、

今でこそ順調に進んでいますが、はじめは個人の活

動からスタートしたわけですから、国の制度が日本

と違うとはいえ、学ぶべき点は多いと感じました。

　私の滞在日程は、ちょうど ICF 恒例のツル・フェ

スティバル、さらに年次総会とも重なり、研究者や

一般観光客、理事など多くの人が全米から集まる時

期でもありました。そこで、私は、いろいろ学ばせ

てもらうだけでなく、こちらからも情報発信をしよ

うということで、さまざまな研究発表の合間に時間

をもらい、スライドを使って TPG の紹介をしました。

凍てつく冬でも北海道に留まって生活するタンチョ

ウの研究と保護活動を、関心を持って聞いていただ

けました。

国際ツル財団を訪問して　　　　　　　　　山根みどり

　今年は遅めの夏休みを取り、9 月 20 日から 10

日間のアメリカ旅行で、国際ツル財団（International 

Crane Foundation、以下「ICF」）を訪問しました。

ツル類の保護活動のため世界中を駆け巡っておられ

るタンチョウ保護研究グループ（TPG）の理事で、

ICF 共同創設者のジョージ・アーチボルド博士がちょ

うど現地に居られるときを狙って決めた日程でし

た。憧れの ICF でゆっくりと世界のツル 15 種すべ

てを見学できるとあって、いやが上にも期待は高ま

りました。

　場所は、五大湖の一つ、ミシガン湖の西側にある

ウィスコンシン州バラブー。マディソン空港まで

アーチボルド博士の秘書のジュリーさんが出迎えて

くれ、広大な酪農地帯を車で 1 時間ほど走り ICF に

到着。周囲の酪農地帯のトウモロコシ畑、牧草地と

サイロのある農家の風景は北海道のそれによく似て

います。

　ICF には広い敷地面積の中に、ゆったりと配置さ

れた数棟の建物とツルの展示施設、飼育施設があり、

背景には草原とオークの森が広がり、散策路が整備

されていて、いつでもバードウォッチングが楽しめ

ます。世界の 15 種のツルが展示施設で見られます

が、絶滅危惧種の貴重なアメリカシロヅルだけは少

し離れた特別なスペースで飼育・展示されていまし

た。

　ICF は 1973 年に創設された、世界で唯一のツル

全種を対象とする民間の研究施設であり、全種の人

工孵化と飼育に成功して飼育技術を確立していま

す。世界から研究者を受け入れ、資金援助をはじめ

　滞在 3 日目の早朝、ニシーダ（Necedah）野生動

物保護区で行われたヒナの飛行訓練を見学しまし

展示施設内のアメリカシロヅル

スライドを使って TPG の活動紹介



Tancho  (11)            �

ついて説明をする役を与えられました。説明しなが

ら雪の中で舞うタンチョウの絵葉書を見せると、観

光客は一様に「美しい！」を連発していました。趣

味で油絵を描くというある婦人からは、ぜひタン

チョウの絵を描きたいと言われたため、北海道で

買った絵葉書を差し上げました。

　ICF には、このような一般観光客にツルを見せる

ための展示施設のほか、普段は非公開の繁殖施設

（Crane City）がありますが、そこでは自然交配の

ほか人工授精も行っていると聞き、驚きました。ま

た、各種のツルの精子、遺伝子を保存し、将来、絶

滅の危機に直面した場合に備えています。

　今回、ICF を訪問して印象に残ったのは、管理部

門、研究部門のスタッフが皆、非常に生き生きと活

動しておられたこと。また、ゲストハウスも客室、

自炊設備、サロンなどが快適に過ごせるよう作られ、

滞在中の研究者、学生を生活面からも

支えていたことです。

　休暇のつもりで訪問した ICF でした

が、着いてみればアーチボルド博士の

ご厚意で、私のために一週間の研修プ

ログラムが組まれていて、カナダヅル

の研究者、ソデグロヅルの研究者、ファ

イナンスの責任者、ブランディングの

専門家などから講義を受ける貴重な機

会を与えられました。明るく気さくで

とても優しい ICF の人たちに心から感

謝すると同時に、学んだことを TPG

の活動に少しでも役立てることができ

れば、と考えています。

た。ここで ICF は、オペレーション・マイグレーショ

ン（OM）という保護団体と協力して、アメリカシ

ロヅルの保護と増殖を進めています。OM は ICF か

ら譲り受けた卵からヒナを人工孵化させ、人間の姿

を見せることなく飛べるまでコスチューム飼育し、

超軽量飛行機を使ってフロリダの越冬地までヒナを

誘導して渡りを覚えさせるという壮大な事業を行っ

て実績を積んでいます。過去にテレビで見て知って

いましたが、実際に目の前で超軽量飛行機の後ろを

ツルの幼鳥が飛ぶのを見て、こんな途方もない方法

を考え付いて実行に移した人々のアイデアと実行力

に驚嘆し、頭の下がる思いでした。

　また、別の日には、研究者に連れられて、ICF 周

辺で渡り直前のカナダヅルが集結している様子を見

学しました。天候や状況が良ければ、バンディング

をするということでしたが、残念ながら私の滞在中

には行われませんでした。

　ツル・フェスティバルのイベントの一つに、バラ

ブー市内にある劇場で「ヒョウとツル」という幻想

的なパフォーマンスがありました。セサミストリー

トの人形を創作したジム・ヘンソン氏の娘、ヘザー

がプロデュースした、アメリカシロヅルとフロリダ

ヒョウが主人公の、生態系保護を訴えるバレエのよ

うな舞台で、劇場は満員御礼状態でした。

　フェスティバル期間中、ツル展示施設では多くの

ボランティアガイドが観光客と一緒に歩いて説明を

していましたが、私は、タンチョウのケージの前に

立って、やって来るお客さんに日本のタンチョウに

オペレーション・マイグレーショによるアメリカシロヅル幼鳥
の渡り飛行訓練

繁殖施設でスタッフが来客にツルの卵を説明
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　冬に人の姿を見せずにタンチョウに給餌をする方

法を確立し、阿寒・鶴居から離れた場所に越冬群を

定着させることと、タンチョウが再び繁殖できる湿

原環境を回復させることを目指しているのが俵橋湿

原プロジェクトです。昨年から、地元中標津の自然

愛好団体「中標津の自然を知ろう会」と一緒にプロ

ジェクトを進めています。

　今年は昨年に続いてタンチョウの餌用のデントコ

ーンの作付けと、その一部を使ってニオを作り、ニ

オによる給餌を行うことを目指しました。今年は隣

接地で牧場をされている中林さんが畑の一部を貸し

て下さいました。また、当会が中標津町から借りて

いる俵橋湿原内の旧放牧地でも、中林さんに手伝っ

ていただいてデントコーンを蒔きました。6 月 13

日、当会のメンバー 6 名と「中標津の自然を知ろう

会」のメンバーが参加して種蒔きを行いました。種

の手配のみならず、中林さんにはトラクターまで出

していただきました。中林さんの畑ではしっかりと

肥料も蒔いての筋蒔き、俵橋湿原の畑では肥料なし

のバラ蒔きにしました。バラ蒔き後の被土作業は「ト

ラクターで上を走る」という乱暴な？作業でした。

　８月５日に中林さんの畑で草取りをしました。ト

ウモロコシは肩まで伸びていましたが、同時に雑草

もほぼ同じ高さまで伸びていて、トウモロコシの茎

はモヤシ状態です。本州並みの真夏の暑さの中、畝

の間に鎌を持って潜っての作業は日没までかかりま

した。俵橋湿原の畑の方はトウモロコシが草よりも

一段高く伸びているため、草取りはせずにそのまま

にしました。

　9 月６日、「中標津の自然を知ろう会」の阿部さ

んからトウモロコシがだいぶ実っているようだから

今年の俵橋湿原プロジェクト　　　　　　　　百瀬邦和
との連絡を受けて出かけました。中林さんの畑は草

取りの甲斐あって立派な房がついています。一部を

持ち帰って食べてみることにしました。俵橋湿原の

畑の方も小さな房ができていました。昨年は天候不

順と水分過多が重なってデントコーンが育ちません

でしたが、今年はそれなりのタンチョウの餌の確保

にはつながりそうです。

　道東一帯のデントコーン畑で刈り取りが進んでき

た 10 月 5 日、ついにニオ作りです。「中標津の自

然を知ろう会」から 6 名と当会からの３名が加わ

って俵橋湿原の畑の真中に立派なニオができまし

た。昨年は雪が深くてニオを掘り出さなければなら

なかったため、今回はニオ内部に土盛りをして雪に

備えてあります。ニオの回りにはタンチョウのため

に、小さいながらも房を付けて立ったままのトウモ

ロコシを沢山残しています。雪が深くなる前に、１

羽でも多くのタンチョウがこの畑とニオを餌場とし

て利用し、群れの越冬につながればと願っています。

11 月に入ってから、中林さんが家の近くで 20 羽

以上のタンチョウを数えたということなので、期待

できそうです。

　ところで、中林さんの畑の方ですが、ほんの少量

の収穫の後ほとんどがシカに食べられてしまいまし

た。シカにむしり取られて地上に落ちていた房３０

kg 程を拾って帰り、事務所前で干した分だけが助

かりました。人家から離れた湿原の畑の方では全く

荒らされていないだけに意外です。シカの方でも実

のしっかり詰まった大きな房の方が美味しいと判っ

ているのかもしれません。

種蒔きとトラクターによる土かけ作業
ニオ作り
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フィルムケースのキャップでした（写真４）。見事

にど真ん中を突き破って、口を開くことが全く出来

ません。このままでは、エサどころか水さえも飲む

ことが出来ず、衰弱して死ぬのを待つだけになりま

す。

何とか保護できないかとサンクチュアリのレン

ジャーと相談しましたが、他のタンチョウへの影響

やまだ飛べることから様子を見ることにしました。

この日は結局キャップが取れることはなく、ねぐら

へ飛んで帰りました。レンジャーは、ねぐらの場所

も確認しました。翌日、サンクチュアリの給餌場に

来たときには、キャップはすっかり取れていて、レ

ンジャーも一安心。後日私が確認したときにも元気

な姿を見せていました（写真５）。今回は、たまた

ま標識個体で特定できたこと、ねぐらで何らかの理

由でキャップが取れたた

め大事には至らなかった

のですが、この他に牛の

去勢用のゴムをくちばし

にはさんでしまい保護さ

れた個体もいます。タン

チョウは３～４日の絶食

でも耐えられる（冬場の

吹雪による等）ようです

が、やはりエサや水分が

全く取れないと衰弱が

　シリーズ　標識物語　　～名前の付いたタンチョウ～

 第 10 話　キャップが・・・（K18）　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　                                                    　　　　　　　　　　　　　　西 岡　秀 観 

　今、カメラはデジタルが主流になり、給餌場でも

フィルムカメラを使用している人はほとんど見な

くなりましたね。そんな中、タンチョウがある災

難を受けた事例を紹介します。今回の主役は K18

（2001 年生まれ、

♀：写真１）で、

2003 年 4 月に斜

里町で保護され、

2004 年 2 月に放

鳥 さ れ た 個 体 で

す。2006 年 12

月 9 日、 私 は 鶴

居・伊藤タンチョ

ウサンクチュアリ

で標識個体の撮影

をしていました。

その時、知り合い

の写真家の方が生徒さんを連れて撮影教室をしてい

ました。久しぶりにお会いしたので世間話をしてい

た時、生徒さんの一人が「口に変なのが付いている

タンチョウがいる。」と言ったので、私もその個体

を探したところ、いました（写真２）、しかも標識

が付いて・・・（写真３）。口にはさまっていたのは、

写真 1:K18（2009 年 12 月）

上）写真 2
右）写真 3
: キ ャ ッ プ が は さ ま っ た
K18（2006 年 12 月）

写真 4: キャップがはさまった K18



Tancho (11)              � 

写真 6: プラスチックゴミ（2008 年 2 月）

写真 5: キャップが取れた K18（2006 年 12 月 29 日）

激しいようです。なぜこのようなことが起きるので

しょうか？　タンチョウは光るモノに興味を示す傾

向があります。人間だと指で感触を確かめますが、

タンチョウの場合はくちばしで突いて感触を確認し

ますが、度が過ぎると突きすぎて貫通してしまうよ

うです。この他にもプラスチックゴミ（写真６）や

空き缶（写真７）を突いたり、咥えたりしています。

このゴミはどこから来るのでしょう？　給餌場の中

なので、普通に捨てられていることは考えられませ

ん。撮影に来た方が投げ入れたわけでもありません。

たぶんカラスが持ってきたのではないかと思われま

すが、だからといって給餌場を汚していいわけはあ

りません。たばこの吸い殻、空き缶そして飴の袋等

が、春の融雪時に撮影場所で見つかります。一人一

人がちょっと注意するだけで防げることがいっぱい

あります。給餌場では撮影に夢中になりすぎず、マ

ナーを守って楽しい撮影をしていただきたいと思い

ます。

　次回は、第 11 話「子供の独立 !?（82V － 036）」

を掲載します。お楽しみに。

写真 7: 空き缶の底（2008 年 2 月）

＜活動報告（2010 年８月〜 2010 年 11 月）＞

７月 31 日　会誌「Tancho」第 10 号発送
８月 ５日　 中標津・俵橋湿原隣接のデントコー
                    ン畑で草取り
８月  6 日　運営会員連絡会（８名出席）
８月 ７日　標識調査終了
８月 10 日〜 17 日
　　　　　 中国・扎竜自然保護区周辺部および内
                   モンゴル自治区のダライ湖自然保護区
                    に出張（百瀬）

事務局だより

９月３日　   運営会員連絡会（７名出席）
10 月１日　  運営会員連絡会（９名出席）
10 月５日　  中標津・俵橋湿原でニオ作り
10 月 12 日〜 23 日　
                    ドイツで開かれたヨーロッパツル会議
                     に出席（百瀬）
10 月 29 日〜 11 月１日
                     東京の 3 ヶ所で講演会（百瀬）
11 月４日　 運営会員連絡会（７名出席）
11 月 12 日  釧路市長に国際会議の報告書を提出
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＜表紙写真＞ 
　ねぐらに帰るクロヅルの群れ（ドイツ
○○にて）
　　　　　（2010 年 10 月：百瀬邦和撮影）

＜会員（11 月 26 日現在）＞

・ 運営会員　25 名（北海道 19 名、新潟県・神奈川県・東京都・兵庫県・中国・USA 各 1 名）

・ 個人サポート会員　133 名（北海道 71 名、長野県 15 名、東京都 10 名、大阪府 9 名、兵庫県 6 名、神奈川県・

千葉県各 5 名、京都府・韓国各２名、秋田県・茨城県・静岡県・愛知県・奈良県・島根県・台湾・フランス各 1 名）

・ 団体サポート会員　13 団体（北海道 11 団体、大阪府 1 団体、韓国 1 団体）

＜新刊紹介＞
　　　　「タンチョウ いとこちたきさまなれど」正富宏之著
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北海道新聞社発行　2010 年　1995 円）　

　10 年前に出版された「タンチョウ　そのすべて」はすでに
入手がむずかしく、150 ページほどの本書はずっとビジュアル
化されて、一般向けとしても待望の書となった。
　大きく 2 部に分かれた前半部「歴史の中で」は、料理に始まり、
絵画・文学・デザインなど文化史的な深い思いのこもった、こ
んなふうに一度まとめてみたかったという思いの伝わってくる
著者らしい名文である。長い間、折にふれて集めてこられたで
あろう様々なツルに関わる資料を縦横に紹介しながら、著者は
きっと楽しみながらこれを書かれたのではないかと想像する。
そんな著者の思いのこもった言い回しを、読者は本文のあちこ
ちに見つけることだろう。
　一方、後半部の「自然に生きる」は、タンチョウの現状を簡
潔に描きながら、絶滅の危機にあったタンチョウが 1000 羽を超えた感慨と同時に、これまでの増
やせばよい時代から安定的な維持という新たな段階に入ったことを明言する。したがって私たちは
今後タンチョウと向き合う姿勢をこの時代に合わせて転換しなければならないこと、そのための方
向を長年の研究成果から真摯に提示されている。いわば次代を引き継ぐ私たちに宿題が与えられた
のであり、私たちは決して白紙ではない答案用紙に向かって、これから答えを書いていかなければ
ならない。答えの如何によっては再び幻の鳥となってしまうかもしれないのである。
　厳選されたであろう写真は小さいながら的を射たものであり、タンチョウについて集大成された
コンパクトな一書として、これからのタンチョウのあり方を考える上で是非読み継がれていってほ
しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上雅子）
　本書は当会でも定価の◎◎引きの××円（税込・送料別）で頒布しております。ご希望の方は事
務局まで御連絡ください。


